
(平成29年6月作成)

事務事業評価シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

５．今後の方向性（担当室による内部評価）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

　本会議・委員会等会議開催、議会だよりの発行、議会
運営に必要な調査及び情報の収集、会議録作成 、行
政視察の実施、議員共済事務、議長秘書等の議会運
営にかかる通常業務のほか、議会改革に向けての事
務局機能の強化を図ります。

H.28年度（事業量・取組実績） H.29年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・各種団体等との懇談
・議会報告会の開催

（随時）
・議員研修会
・行政視察（各常任委員会・議
会運営委員会）
・会議録作成(本会議・委員
会)
・タブレット端末通信料
･議会映像ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信など

・各種団体等との懇談
・議会報告会の開催

（随時）
・議員研修会
・行政視察（各常任委員会・議
会運営委員会）
・会議録作成(本会議・委員
会)
・タブレット端末通信料
･議会映像ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信など

H.30年度(事業計画) H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画)

・円滑な議会運営
・議会改革
・政策立案機能の
強化など

・円滑な議会運営
・議会改革
・政策立案機能の
強化など

・円滑な議会運営
・議会改革
・政策立案機能の
強化など

事業内容

(H.29)No. 6001 (H.28)No. 6001

事務事業名 議会費
会計区分 事業コード 010501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

議会費 議会費

担当部局名 担当室名 室長名 議会費 （小事業名）

　円滑かつ堅実な議会運営・開かれた議会の推進・議
会改革の推進に向けて、事務局機能を高めます。

施 策

重点プロジェクト

議会事務局 議会事務局 及川　修子 議会費 議会費

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

H.30年度(計画予
算)

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)H.27繰越分 H.28現年分

①直接事業費 10,475千円 13,150千円 12,610千円 13,150千円

H.28年度（決算見込） H.29年度(作成時予算額)

H.28繰越分 H.29現年分

12,610千円

人
工
数

職員 0.55人

国･県支出金

480

内
訳

(

千
円

)

その他（諸収入）

4,125千円 4,125千円 4,125千円

①+②総事業費 0千円 14,600千円 17,275千円 16,735千円 17,275千円

0千円 4,125千円

0千円 16,735千円

②概算人件費 0千円 4,125千円

0.55人 0.55人 0.55人

臨時職員等 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

0.55人

0.00人

地方債

480 480 480

一般財源 0 9,995 12,670 12,130 12,670

480

0 12,130

 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（現行）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

議会事務局の役割の明確化、議員・市民・行政から信頼される事務局体制を強化し、円滑・効率
的・効果的な議会運営をサポートし市民に分かりやすく、開かれた議会への取組を行っていきま
す。

４．担当室による事務事業の点検

各種団体との懇談会を数多く開催するとともに、３年目となる議会報告会を各地域で開催しました。また、定例会ごとに、実施している議場コン
サートも定着しつつあり、たくさんの市民の方に傍聴を兼ね来場いただくことができました。引き続き、タブレット端末導入によりペーパレス化等経
費の削減に取組むことができました。

考察（H.28年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）


